













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































            にみる特徴を中心として―」
伊藤 学
（法政大学 学務部教学企画課） 
　一部内部資料を含む為、掲載省略。
閉会の挨拶
児美川 孝一郎
　FD推進センター長をしています、児美川で
す。まずは、本日は長時間にわたりまして、皆
様お疲れ様でした。そして話題提供してくださ
いました三人の先生方、鈴木先生、廣川先生、
村野先生、そして学務部の伊藤さん、どうもあ
りがとうございました。お世話になりました。
忘れてはいけません、本日のファシリテーター、
川上先生、お疲れ様でした。ありがとうござい
ます。
　私も聞いていまして、それぞれ持ち味が違う
感じですが、しかしどこに狙いを定めて、そう
いうことをされているのか、すごく参考になる
ところがあって、自分の授業を考えるときにも
非常に役立つと思いました。
　われわれ教員は、ここにいる先生方もそれぞ
れ専門分野が全然違うわけです。けれども、授
業という観点で見ると、「ああ、そうか。この
やり方だったら、真似できる」とか、「これだっ
たら、自分のところでも生かせるな」と、そん
なことがわかって、非常に充実した場になった
のではないかと思います。
　FDは2008年ですか、義務化されて以降、い
ろいろな大学でやっているのですが、話を聞い
ていると二つぐらいのタイプがありそうだと
思っています。一つは、専門家をたくさん呼ん
できて、いろんな研修を受けて、「授業として
の工夫の標準のモデルはこれだ」というのを示
して、みなさんがそこに近づいていくようにや
るような、ある種の専門家モデルというか、標
準化モデルのような、そういうFDの活動と、
そうではなくて、教員同士の同僚関係、同僚性
というのを大事にして、お互いが隣り合ってい
る人の授業を聞きながら、自分も気付きを得て、
そしてまた人にも返していくという、そういう
同僚文化で進めていくような、そういうFDも
ある気がしています。法政大学という大学に、
どちらが合うだろうかと考えると、どう考えて
も前者ではないので、後者の同僚文化の中で、
お互いに気付き合ったり、アイディアを出し合
いながら高めていく、そういうことかなと思い
ます。今日のFDセミナーはまさに、そういう
実際に授業をそれぞれ苦労されてやっている
方々の話の中で、私たちも新たな気付きを得て、
そして自分の授業にも生かしていく、そういう
場にできたのかなと思いまして、非常にうれし
く思っています。
　冒頭、浜村理事がおっしゃっていましたが、
本学のFDのシステムでは、新任教員の方には、
付加がかかっていまして、２回ほどオブリゲー
ションで研修を受けなければいけないというこ
法政大学 教育開発支援機構FD推進センター長・
キャリアデザイン学部教授（　　　　　　　　　　　　　　  ）
99
第２回 新任教員FDセミナー「私の授業の工夫」
とになっていて、大変申し訳ないかたちなので
すが、晴れて、本日をもちまして２回おしまい
ですので、おめでとうございますと言いたいと
ころですが、しかし、これが終わったからと言っ
て、FDもさようならというのは是非やめてい
ただいて、せっかくこういう機会等を得て、「な
るほどな、人の話を聞くのも悪くないな」等々
のことを思っていただいた分を、今後にも是非
活かしていただければと思います。
　FD推進センターとしては、これからもいろ
んなシンポですとか、その他たくさん用意しま
す。今後は、オブリゲーションではございませ
んが、是非積極的にご参加いただければありが
たいと思います。
　本日は、どうもご参加ありがとうございまし
た。お疲れ様でした。
